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PM2.5 の濃度は、黄砂の影響を受ける可能性が指摘されていることから、PM2.5 と

黄砂の関連を調べたところ、黄砂が観測された日は、平成 25 年 10 月 12 日を除き、

日平均値が 35μg/m3 を超過する測定局があり、年度によっては環境基準達成状況に

大きな影響を及ぼしていた。各年度に名古屋地方気象台で黄砂が観測された日を除い

て環境基準の達成状況を評価した結果は表 2 のとおりである。 
 

表 2 年度別 PM2.5 環境基準達成状況（黄砂の影響を除く） 

 
平成23年度と25年度は黄砂の影響を除いても変わりないが、24年度と26年度は、

短期基準非達成局が減少し、特に 26 年度は【短期基準非達成、長期基準達成】局の

ほとんどが達成となり、環境基準達成率は 62％となった。 
黄砂の飛来は、年度によっては主に短期基準の達成状況に影響を及ぼす要因となっ

ていると考えられた。 
なお、27 年度に名古屋気象台で黄砂が観測された日はなかった。 

 
 他都道府県の環境基準達成状況は表 3 のとおりであり、平成 27 年度は、東京都及

び神奈川県でも本県と同様、環境基準の達成率が例年と比べ高かった。なお、23 年

度以降、年々PM2.5 自動測定機の整備が進んでおり、有効測定局数は一定ではないこ

とに留意する必要がある。 
 

表 3 他都道府県の環境基準達成状況 

 
注）一般局は一般環境大気測定局を、自排局は自動車排出ガス測定局を表す。 

黄砂観測日を除く

23 24 25 26 27

4 22 32 52 55
0 11 2 32 48
0% 50% 6% 62% 87%

短期×、長期○ 0 1 10 3 1
短期○、長期× 0 4 0 7 0
短期×、長期× 4 6 20 10 6

5/2,5/3 4/24,4/25 10/12 5/30,5/31 なし
5/4,5/13 3/9,3/10 6/1

3/20

名古屋地方気象台で黄砂が観測
された日

年      度
環境基準評価対象局数

達成局数（短期○、長期○）

達成率

非達成局の
内訳

都府県名 種別 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

一般局 0% 40% 10% 22% 88%
自排局 0% 14% 0% 27% 87%

一般局 13% 65% 7% 7% 85%
自排局 0% 25% 0% 0% 40%

一般局 20% 67% 0% 27% 93%
自排局 0% 63% 7% 17% 79%

一般局 0% 5% 0% 47% 40%
自排局 25% 0% 0% 13% 24%

一般局 28% 43% 16% 38% 未公表
自排局 29% 33% 13% 26% 未公表

全　国

愛 知 県

東 京 都

神奈川県

大 阪 府
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8 月 1 日から 3 日にかけての PM2.5 濃度の上昇は、全国的にも観測されており、広

域的な現象の可能性があることから、大陸からの移流の影響を見るために、後方流跡

線解析を行った 4)。起点日時を 7 月 27 日から 8 月 5 日までの 12 時とし、名古屋市を

起点として 72 時間前までの気塊の動きを計算した後方流跡線解析の結果は図 12 のと

おりであり、7 月 29 日から 7 月 31 日にかけてはアジア大陸を経由する気塊が愛知県

に到達しており、移流による影響が示唆された。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12 後方流跡線解析結果（7 月 27 日から 8 月 5 日（各 12 時）） 
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の結果及び

た現象であ

 
学スモッグ

2.5 の生成機

域、衣浦区域、

域、尾張北西区

域、岡崎区域 、

域

区域

区域

三河区域及び

とおり県内

性有機化合

上昇したと

次粒子以外に
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